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場
（
現
在
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日

本
㈱
岩
手
工
場
）
で
生
産
す
る
自

動
車
に
使
わ
れ
る
マ
フ
ラ
ー
の
現

地
調
達
化
を
進
め
る
生
産
拠
点
と

し
て
創
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
９
月
の
操
業
開
始

か
ら
今
年
で
21
年
目
を
迎
え
「
地

域
に
愛
さ
れ
る
会
社
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
30
代
か
ら
40
代
が
主
体

と
な
っ
て
活
躍
す
る
若
々
し
く

活
気
の
あ
る
会
社
で
す
。

　

製
造
し
て
い
る
の
は
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
が
販
売
す
る
ヤ
リ
ス
、
ヤ
リ
ス

ク
ロ
ス
、
ア
ク
ア
、
Ｃ
―
Ｈ
Ｒ
な
ど

の
自
動
車
用
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
排

気
系
部
品
や
ボ
デ
ー
系
部
品
。
完
成

し
た
部
品
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
量
を
ト

ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱
の
大
衡
工

場
（
宮
城
県
大
衡
村
）
と
岩
手
工
場

に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
６
月
に
締
結
し
た

立
地
協
定
。
こ
れ
は
、
企
業
誘
致

を
地
域
発
展
の
推
進
力
と
し
た

い
町
と
、
岩
手
に
お
け
る
生
産
拠

点
と
し
て
自
社
だ
け
で
展
開
で

き
る
用
地
を
探
し
て
い
た
フ
タ

バ
産
業
㈱
の
考
え
が
合
致
し
、

念
願
だ
っ
た
自
動
車
関
連
産
業

の
企
業
誘
致
が
実
現
し
た
瞬
間

で
し
た
。
立
地
決
定
当
時
、
森
林
の

ま
ま
だ
っ
た
瀬
原
工
業
団
地
（
写

真
１
）
を
翌
年
の
操
業
に
合
わ
せ

急
ピ
ッ
チ
で
開
発
し
た
こ
と
か
ら

も
、
双
方
の
立
地
へ
の
強
い
思
い

が
今
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

フ
タ
バ
平
泉
は
、
愛
知
県
に
本

社
を
置
く
自
動
車
用
プ
レ
ス
部
品

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
「
フ
タ
バ
産

業
」
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
金
ケ
崎

町
の
関
東
自
動
車
工
業
㈱
岩
手
工

　平泉町で操業を開始して21年目
を迎えますが、ここまで操業を続け
てこられたのは、何よりも町の皆さ
んに支えていただいたからこそで
あり、心から感謝しています。
　私たちの仕事は、たくさんの人と
夢を乗せて走る車の製造に携わる
仕事です。今この時も、ここ平泉で
生産された部品を使った車が日本
中、そして世界中を走っていること
に、「ワクワク」と「誇り」をもって、
日々仕事に取り組んでいます。
　百聞は一見に如かずの言葉のと

おり、ものづくりの現場は大型機械
のプレス音や溶接の火花、ロボット
の精密な動きなど、実際に見て感じ
ていただきたい魅力がたくさんあ
ります。「フタバ平泉」は、気軽に工
場見学に来ていただけるような、町
民の皆さんが身近に感じられる会
社でありたいと考えております。
　今後も従業員一人ひとりが自ら
考えるとともに、未来に向かって地
域と共に成長し愛される会社を目
指し、町の発展に貢献し続けて参り
ます。

株式会社フタバ平泉

梅
うめ

村
むら

次
つぎ

彦
ひこ

 代表取締役社長

地域とともに成長し、愛される会社を目指す

　

今
後
の
受
注
増
に
対
応
す
る

た
め
、
敷
地
内
で
は
第
２
工
場
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生

産
設
備
の
増
強
に
よ
り
、
現
在
混

在
し
て
い
る
生
産
ラ
イ
ン
を
分

割
し
て
生
産
効
率
を
さ
ら
に
高

め
る
こ
と
で
、
東
北
に
お
け
る
ト

ヨ
タ
車
生
産
の
拠
点
化
を
支
え

ま
す
。

　

第
２
工
場
の
建
築
面
積
は
、

６
２
０
０
平
方
㍍
で
令
和
４
年

５
月
の
操
業
を
予
定
し
、
売
上
額

の
大
幅
増
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
と
地
元
雇
用
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第２工場の完成イメージ（手前の建物）

令
和
４
年
か
ら
第
２
工
場

が
操
業
予
定

企
業
立
地
へ
の
強
い
思
い

ボ
デ
ー
・
排
気
系
部
品
を
生
産

◀工場内に
展示された

「ヤリス」の
ボデー見本
　緑に着色
していると
ころが、フ
タバ平泉で
生産してい
る部品

写真１　平成11年に整備中の平泉瀬原工業団地

写真２　フタバ平泉が操業後の平泉瀬原工業団地

製造工程
　各工程の所要時間の短縮と作業効率の向上を図り、より
多くの部品を生産するために、工場内は生産ラインの流れが
ＯＮＥ　ＷＡＹ（一方通行）で構築されています。

　鉄板を大型プレ
ス機で切断と成形
をしています。

プレス

Interview

　出荷時刻表に合
わせて、完成部品を
出荷しています。

出荷

　成形された部品を専用の
ロボットが溶接し、組み立
てていきます。

組立
（マフラー・ボデー生産）

株式会社フタバ平泉

所在地 平泉町平泉字上徳沢 65番地

創　立 平成 12年２月

資本金 ４億 9,500万円

従業員数 226人（男性 203人、女性 23人）

敷地面積

敷地総面積：約 77,000㎡

第１工場：約 17,000㎡

第２工場（建設中）：約 6,200㎡

【特集】 　地域とともに歩む　ものづくり

【特集】【特集】

瀬原工業団地への企業誘致から21年瀬原工業団地への企業誘致から21年～～株式会社フタバ平泉～株式会社フタバ平泉～
地域とともに歩む　ものづくり地域とともに歩む　ものづくり

　　町では「にぎわいと活力を生み出すま
ち」を基本目標の一つに掲げ、魅力ある
仕事の創出と安定的な雇用の確保を図
るため、町内企業への継続的な支援と新
たな企業の誘致に取り組んでいます。
　今月号の特集では、町の誘致企業とし
て操業開始から21年目を迎えた「株式会
社フタバ平泉」についてご紹介します。
皆さんも道路から一度は目にしたこと
がある、あの植え込みのある会社です。


